








Competing Multi田statusbetween Inclusion and Exclusion : Based on a Case of a 
Rehabilitation Facility and Its Community 


































This study aimed to prospect a complicatcd and turbulent situation of inclusion and exclusion between a rehabilita-
tion ccnter for former homeless peoplc (Z center) in Kansai area and community， therefore offcrs clucs to persons to 
live togcthcr. 
The author got pennission to participatc in an ente甲山efor coffce shop as a participant obscrver. That enabled to 
stay there as a staf. 
In that process， the au出orrealized a problem that there might be a conflict bctween rehabilitation center and sur-
rounding community. 
Thc idea was defined when a chief manager of the rehabilitation ccnter said that Z center was always under conflict-
ing status， has nothing else to do but daily work to community people and compelling acceptancc of the Z center. 
The Z center had been reg町dedas a troublesome to community. Thc author observed and came in for an interview 
the activities of the Z center in community， tobe concrete， asin sccurity work for elementary school children or diet 
service for thc elderly. 
The term of participant observation ranged from May 2005 to Dcccmber 2006. The informants ranged from active 
or former inmates， and centcr' s staffs as a matter of course， tovolunteers， neighboring citizens， elcmentary school con-
cerned， medical internationaI team attcnding nurse. 
In conclusion， the author could rcalizc that inclusion and exclusion licd closely between Z center and community. 
Above al， it is necessaηI to recognize each other' s differences in order to live together. Social relationship between 
inclusion and exclusion should nOl be assumed as antagonists， those boundaries are unclear. Therefore， the author con-
cludes that detailed investigation about inclusion and exclusion under the complicated and turbulent situation suggests a 
c1ue 10 convivial society. 
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筆者は、 2005年 5月から翌年 3月まで、 Z施設内で毎週木昭日の午後行われている喫茶事業に、参与観察
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も、特定しにくいよう記述したc 入所者や施設OBはAn -. (nは入所施設の頭文字から)、コミュニテイ



























近隣女性 30歳代 喫茶常連 マイカップ4個と小学生の息子と共に。
近隣女性 窮の代からの地域の顔役 50年以上居住 Z施設との繋がり極めて強し。
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Rcさん 近隣女性 70歳代 高齢者配食サービスでは利用者と入所者との問に立つD

































































































































この前施設長の記述を確認するため、 Z施設からコミュニティへの活動を 2例、取り上げながら、 Z施設
によるコミュニティ活動の意味を考察してみたい。
(2)児童安全活動













































































































































































































縫製ボランテイアをしている、 Tcさん、 Ucさん、 Vcさん、施設OBのGnさんと一緒に作業した。






設玄関先に飾ってくれる D 傍らには f縫製ボランティアのTcさんが作ったものですJという但し書きがあ
る。人形を見たと言う筆者に、 I簡単に作れんであんなもん。あれなあ、ここは男の人ばっかりやんか。だ
から、スカートがめくられてもいいように、ペチコートも穿かしてあるねんで。ズロースも穿かしてあんね


















































































































































































































将を入所させてリ:.1号扶助を行うことを 1(I~ とする施ぷとする j である c 敷地而柿140 1.65m!、鉄筋コンクリート造り 3
陥廷で、延べf)'~îiIÍW2150i!~}Iメートルコ施設長 l名、 'i=.任 1名、指将Ll4名、事務U2名、石-護師、栄1't+、調理員、
委託|定等、 13名の職!l椛成となってt.、る c
2 )コミュニテ fという JiJ，iIは地h批判:会と怯んでl]';i的にも学問的にもよく使われるiI部である。社会学者ヒラリーがコ
ミュニティの94の定義を幣.J:¥Rしてその共通する特徴を地域性と共IiJnにあるとしたというのは定説となっている。日本
でもコミュニティという託業がそのまま点記され丹J I"、られるようになってきており、地.tJHI:会とか身近な~tf.liの場とし





くされたりする、施設と地域との IIIJ での紛争事態J と定義されている。本稿では、コンフリクトという;(~~によって去
される事態がこの定義よりも、日liftf( ・思想・意見・干IJ~I;:等にわたる多Îflî的な対立であるということ、さらにその底にあ
る欲求や心理焼却J ，~'i; 人 UIJ の内面iにあるもののぶつかり介いをも意味しているものとして使っている。
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4 )このl孟1取的医療I.tjは1971fj:、フランスで I12Jf: された営干IJ を日的としな L ‘ I!，l!:~~的な i己川人道医療報助 111体で、国際NG
0として世界18カ川に支部がある) 1本におけるホームレス問題が単に失業IJ也としてではなく制度からの排除、社会





6) 2005年11J 1711 1泊施設以Ws(党ij' I1と党1j':{j'以下同械の記述方法をとる)仁P
7) 2006年2月2I! 入所目'Cnn
8 )平成17年度 rK[，{各机川{本名簿10
9) 2006年度 4J jJ見イ1:の被生活f~~ ，:íQ113j¥:数はZtJI!i，i!l:があるl亙全体で128011l;.mであるのに対 Lて、三i地|者で182ilf;帯、西に
院持する地L{(Z施ぷのOBた九が多く!日;ィ1:している)で2311;;j'iであるつ λ、liiJiniJJJの被保護人nは|王全体で1682
人、 7i地区で263人、 Iljに|持Jをするj也l正で298人である。
10) 2006年8J 7 ! I 近|高!J:'ltQc，
11) 2006年8J 7 I! 近隣州tQcc
12) 大阪市立大学制 di環境IIIJ~'.!1研究会 [2001] が行った、肝市生活在(ホームレス)に|則する総合的調査研究報告書:によ
ると、「市民J は ~rf"1Î'ì ll:，活者を r!fl;r位行JrlhJ行Jr気楽Jr:官、け!J'Jr恐怖Jr'不;{;fJIJ といったね:で桃成される枠組みの
"1 に位置つ'け把M しているという"そして、昨市生活者として生きるJt.体的な 1阿人が rdjl~J によって把搾される際に





16) 2006il~ 1月5I! 入所:釘'Hn，




ンは「ステイグマと~.、ぅ I.j"~は人の fiJ献をひどく似つけるような同性を 1 i l、去すために11.、られるが、本当に必要なの
はlif]らかに、同性ではなく|則f，f:'性を点すλ拡なのだJと述べている c
18) 2005年10JJ1511 胞はlij主任XSr;
19) 2006iド81 7 ! 1 j丘|碍/).-t'l:Qc，
20) 2005年121'8 1 入所!J'Bn"
21) 2005年10n1311 入所有'Cnし
22) 2005il='10J~ 1311 入所有Cn"
23) 2006年21 2a 日小ザ:校1~11品 'X'，-，
24) 2005年10JJ27U 近隣ι女性Qc"
25)規範とのWl述による [il;部;1:り1]の分却を，試みた肝1道彦 [2001]は、示日IJをしてはいけないと'"、うフォーマルな社会規
純においては!日JIJ!.Jし、日!日存を忌越せよという ~~I ・J1 規範においても|己L苅する傾向を、八万夫人!日として分如した。
26)社会的距離とはアメリカの社会.';!:苛ノ{ージェスが操作化Lた概念であり 1也集聞に対する社会関係の Lで感じる!日j↑lj的
な .FH解 i 親近t!:)の程度を lJ": 日 f~するコ HH~[Íりにはある uミ i刊の flx: tl を受け入れることができるかを I討~~\rによって親岐に
なれるJi隣人としてIJに人れゐ_j ~trの詑l主 i去によって in.るものである。
27)総合学習についてのlIItI- '1~1&:12 、 13 、 14 、 15年度版 Z施z没のあるj住民を校区にH・つ公_，i.T小学校。
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28) 2006年3)J23日 近隣女性Rc、SCo






た~ í救急車で寸r~ì院に述ばれたが、点ù~j 1 4.:で帰された"3 EI間食べていない」コ jiIから生気が消えていたj
31) 2005年9J 2911 入所持i'Fn。
:32) 2006年8J 7日 近隣女性QCo
33) 20061ド2}j2 H 縫製ボランティアTc，-
34: 2006"ド21j27日 事Hl~ オfランティアTcç，
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